
【全体】

【個別】
1.おやこ農園

2.犬山と世界を結ぶ会

3.犬山・伝統と暮らしを楽しむ会

4.竹のwa　INUYAMA

5.犬山太鼓
・広く市民が参加できる活動をイメージし、活動場所の設定などを検討してください。
・始めは少人数の参加者でも、徐々に人数を増やし、広く市民が関われる体制を作ってください。
・活動を続けるためには資金が必要であり、外で演奏してお金を稼ぐことや、自分の活動場所以外に出向い
て体験会を開催し謝礼を貰うなど、自立した活動に向けての検討をしてください。
・犬山雅楽会さんの活動には、共通点があると思いますので、ぜひ参考にしてください。

資料　５

・活動の初期段階であり、応援していきたいと思います。より広く市民を巻き込む形を取り、活動を発展さ
せていってください。

(令和４年度)犬山市市民活動助成金 審査委員講評・指摘事項について

・市民活動助成金を受けるということは、市民の皆さんのお金を使って活動することを意味します。いかに
市民に広げていくかという観点を持って、事業に取り組んでください。
・プレゼンテーションについて、今までやってきた内容を発表していた印象があります。この提案で、何を
してどのようにお金を使うか、そしてこんな効果が得られるということを中心に発表するよう心がけてくだ
さい。
・多くの事業で対象者が「市民」などざっくりとした設定になっています。対象者によって、周知方法や事
業内容など、提供するコンテンツが変わってくると思われますので、この活動を誰に届けたいか、誰にとっ
て特別なのかをしっかり見定めてください。
・事業を継続するために、どのように収入を得るかは大きな課題だと思います。自立した活動を行っていく
ためにも、どう仕組み化していくか検討してください。
・門戸を広げオープンな活動とし、多くの市民に参加してもらえる仕組みや、どこの市民にどう伝えるかと
いう出口を意識してください。
・事業実績として他団体との繋がりが出来たことは素晴らしいですが、それを次の活動にどう活かしていく
かを意識して企画提案し、その成果はぜひ他の団体と共有してください。
・自分達のやりたいことがあるのは当然ですが、市民活動として出る先を意識して、企画を提案してくださ
い。

はじめの一歩の事業として頑張ってください。

はじめの一歩の事業として頑張ってください。

・報償費と消耗品費の内訳が不明瞭でしたので、よく内容を精査して事業を実施してください。



6.スクールスマイルサポーターズ

7.みんなのアーカイブ

8.犬山雅楽会

9.犬山再生可能エネルギー勉強会

10.一般社団法人　犬山青年会議所

(指示事項)
目的と目標、得られる効果を明確にし、それを達成できる手法(実施事業)として、再構築してください。

・本来は学校がやるべき内容だと思いますが、仕組みが整っていないため助成金を活用して実態を把握し、
必要性を行政に伝えるという活動として、ぜひ繋げていってください。

・団体の活動目的や事業の価値などを伝えたいという気持ちは良く分かります。それを伝える市民のニーズ
やメリット、伝え方についても、検討してください。

・団体の活動として成熟してきており、助成金終了後も活動を持続していける体制づくりに取り組んでくだ
さい。

・事業を実施する際には、市民への具体的な還元や効果が出るように取り組んでください。
・団体の活動目的や事業の価値などを伝えたいという気持ちは良く分かります。それを伝える市民のニーズ
やメリット、伝え方についても、検討してください。

・両団体がコラボしたことは、とても価値があると思いますが、実施内容はよく検討してください。
・目的にはとても共感できるので、皆が自分事に出来るようなアプローチがあればぜひ応援していきたいと
思います。本当にやりたいのは、女性の起業や就労支援ではないのでしょうか。
・事業目的に対して、それぞれの企画が直結しておらず、狙った効果が出るのか不鮮明となり、企画自体が
弱くなっている印象があります。事業内容を再検討し、効果が少ない事業は削り、必要な事業に注力してく
ださい。
・提案書には、母親の自己実現のためには家庭の理解が足りないことなどが問題意識として記載されていま
すが、そこに対する直接的なアプローチがないのは気になります。
・始めから全てをやる必要はなく、両団体が実際に活動しているものを最大限に生かし、既存事業を工夫し
て実施する視点も含めて、プランニングし直してください。
・助成額を少しでも少なくすることが目的ではなく、きちんと効果が出る活動を応援したいというのが委員
共通の思いです。事業効果を達成出来る企画を再度検討してください。
・今回はコラボ企画の1年目であり、1年分の成果をしっかり出すことを意識してください。3年計画とされて
いますので、この事業を実施した成果や課題については、次年度以降に提案があった場合、審査対象に含め
ていきます。


